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中小機構の支援施策について



０．はじめに

1. 本日のコンテンツ
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本日のコンテンツ

１．中小機構と地域・連携推進課について

２．昨今の中小企業・小規模事業者を

取り巻く状況

３．IT・DX支援

４．価格転嫁・適正取引支援
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１．中小機構と地域・連携推進課について

1.  中小機構について

2. 地域・連携推進課について
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・ 東京都
・ 茨城県
・ 栃木県
・ 群馬県
・ 埼玉県

関東本部の所管エリア・地域
(1都9県）

・ 千葉県
・ 神奈川県
・ 山梨県
・ 長野県
・ 新潟県

1-1.中小機構について（概要・組織）
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所在地 ：東京都港区虎ノ門3-5-1 虎ノ門37森ビル

根拠法 ：独立行政法人中小企業基盤整備機構法

設立 ：2004年7月1日

基本理念：中小機構は、中小企業や地域社会の皆様に多彩な
サービスを提供することを通じ、豊かでうるおいの
ある日本を作るために、貢献致します。

主要拠点：本部（東京）、地域本部（9ヶ所）、中小企業大学校（9校）

資本金 ：1兆2117億9141万6995円（202５年４月１日現在）

役職員 ：役員13名、職員8２２名（202５年4月1日現在）

主務大臣：経済産業大臣
（産業基盤整備業務について財務大臣と共管）

・中小機構は、国の中小企業政策の中核的な実施機関

・起業・創業期から成長期、成熟期に至るまで、

企業の成長ステージに合わせた幅広い支援メニューを提供

・地域の自治体や支援機関、国内外の他の政府系機関と連携しながら、

中小企業の皆様の成長をサポート
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1-1.中小機構について（支援体系）
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中小企業の成長ステージに合わせた幅広い支援メニューをご用意しています。

5



1-2. 地域・連携推進課について
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地域･連携推進課では、地域の中小企業支援機関の皆様の支援能力の強化や組織の
支援機能の向上に資する支援ツールの提供や講習会を開催するほか、機構が運営する共済
制度の普及促進を支援機関に働きかけ、国の支援施策・メニューを間接的に地域の中小企
業者等へお届けしています。

◆支援機関サポートに係る主な業務

１．地域支援機関等サポート事業
（よろず支援拠点事業）

２．事業承継円滑化支援事業

３．共済普及事業
（小規模企業共済､経営セーフティ共済）

３３６万者
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1-2. 地域支援機関等サポート事業
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◆支援内容

①相談・助言

ヒアリングによって支援機関の課題を把握し、その課題に応じ
た助言や講習会の提案を行う。

②情報提供
地域の支援機関が活用できる国の支援施策や支援ツールや
メニュー、参考になる取り組み事例などを提供する。

③講習会
支援機関のニーズ･要請等を踏まえ、支援担当者の能力向上
や組織の支援機能強化に資する講習会を開催する。

④認定経営革新等支援機関協力業務

支援機関の依頼に応じて、中小機構の専門家が企業支援の
現場に同行しアドバイスを行うOJT支援を行う。

◆支援対象

商工団体、地域金融機関、政府系金融機関、
信用保証協会、よろず支援拠点、
事業承継･引継ぎ支援センター、
中小企業活性化協議会、士業団体、
中小企業支援センター、認定経営革新等支援機関
                                                               等

◆支援の流れ

ステップ１
☛ 支援機関の現状把握、課題の洗い出し

ステップ２
☛ 支援目標、支援計画の擦り合わせ

   
ステップ３
☛ 講習会や同行訪問など支援の実施

  
ステップ４
☛ 振り返り、効果の確認
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２．昨今の中小企業・小規模事業者を取り巻く状況

1. 中小企業白書・小規模企業白書の方向性

2. 中小企業・小規模事業者の動向

3.最近のトピック
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2-1.中小企業白書・小規模企業白書の方向性
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①円安・物価高の継続や「金利のある世界」の到来による生産・投資コスト増、構造的

な人手不足など、中小企業・小規模事業者が直面する状況は依然として厳しい。一方、

地域経済・日本経済全体の成長の観点からも、雇用の７割を占める中小企業・小規模事

業者への期待は大きい。地域コミュニティ・経済・文化・課題解決の担い手として、地

域経済基盤を維持し、地域のニーズに細やかに対応する役割も期待されている。

②激変する環境において、従来のやり方では現状維持も困難であり、自社の現状を把握

して適切な対策を打つ力が必要。中小企業・小規模事業者が課題を乗り越え、成長・持

続的発展を遂げるに当たって重要となる、経営者の「経営力」を中心に、事例を交えつ

つ分析を行った。

出典：経済産業省 2025年版 中小企業白書・小規模企業白書の概要より
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2-2.中小企業・小規模事業者の動向
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③円安・物価高の継続や30年ぶりの金利上昇は、輸出より輸入比率が高く借入金依存度

も高い中小企業・小規模事業者に、利益下押しのリスク。

④ 2024年の春季労使交渉では、約30年ぶりの賃上げ率を達成も、大企業との差は拡大。

労働分配率は8割近く、更なる賃上げ余力も厳しい状況。

⑤殆どの業種で深刻な人手不足にあり、業績改善なき賃上げも増えており、コストカッ

ト戦略は限界。営業利益向上による賃上げ余力の創出が必要。そのため、積極的な設備

投資・デジタル化と、適切な価格設定・価格転嫁の推進により、労働生産性を高めてい

くことが重要。

出典：経済産業省 2025年版 中小企業白書・小規模企業白書の概要より
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2-3.最近のトピック
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◆下請法が改正され、中小受託
取引適正化法（取適法）として
法律の名称変更が行われました。

◆この背景には、
「物価上昇を上回る賃上げ」の
実現のため、「取引を適正化し、
価格転嫁をさらに進めていく」
ことが重要であると示されてい
ます。

◆２０２６年１月１日より施行
されています。

出典：中小企業庁 下請法・下請振興法改正法案の概要 より

出典：経済産業省・中小企業庁 適正取引講習会 テキスト より



３．IT・DX支援

1.デジタル化の状況

2. デジwith

3. メインコンテンツ：IT戦略ナビwith

4. その他のコンテンツ：ここからアプリ、ebiz、IT経営サポートセンター
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□ 「デジタル化の取組段階」(第2-3-12図）によると、約65％の中小企業・小規模事業者はデジタル化が図られてい

    ない（段階1）もしくは取組の初期段階（段階2） ※2022年時点

□ 「取組状況別デジタル化の優先順位」（第2-3-29図）によると、取組の段階が初期であるほど、事業におけるデジ

タル化への優先順位が低い傾向

⇒ 「現時点でデジタル化の取組が進んでいないものの、デジタル化への優先順位が高い者」を中心に支援を実施す

る必要がある

13

3-１.デジタル化の状況①

出典：中小企業庁 中小企業白書2023年度版より

中小企業・小規模事業者におけるデジタル化の状況
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□ 中小企業のDX推進に関する調査（2024年）図表7によると、DXの取組みが「必要だと思うが取り組め

ていない」「取組む予定はない」と回答した事業者の割合は、従業員規模20人以下の事業者においては

74.5％という結果

□ 同調査の図表16によると、従業員数が20人以下の事業者では、DXに取り組むにあたっての課題として

「何から始めてよいかわからない」と回答した割合が18.7%

⇒従業員数が20人以下の小規模事業者に対して、デジタル化へのきっかけ作りや道筋を示すことが必要

14
出典：中小機構 中小企業のDX推進に関する調査（2024年）

中小企業・小規模事業者におけるデジタル化の状況
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3-１.デジタル化の状況②



②

令和4年7月に中小企業庁
がリリースしたデジタル化
支援ポータルサイト。「みら
デジ経営チェック」はIT導
入補助金2024の加点要
件。令和6年4月から中小
機構に運営が移管。

①

令和元年12月に中小機構が
開設したIT化支援策を総合
的に発信するサイト。IT戦略
ナビ、ここからアプリ、IT経
営サポートセンターなど7つ
の支援策を提供している。

15
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3-2.デジwith（概要）



3-2.デジwith（概要）
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© 2025 Organization for Small & Medium Enterprises and Regional Innovation, JAPAN
IT経営サポートセンター

ここからアプリ・ebizIT戦略ナビwith

デジタル化・IT化

への気づき

経営課題の整理

ITソリューションの検討

事例の参照

ツールの選定

ツールの導入・運用

導入後の見直し等

IT導入補助金

デジwith
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3-3.IT戦略ナビwith（入口画面）
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① ②
「気づき」を与える
（みらデジの要素）

経営課題から
自社に適した

ITソリューションを
提案する

（IT戦略ナビ）

※IT導入補助金
2025の加点要件

IT戦略ナビwith 

https://digiwith.smrj.go.jp/it-map/


必須項目 ： 業種、所在地、従業員数、事業所数

任意項目 ： 資本金、売上高、GビズID（※IT導入補助金の加点を受ける場合は必須）

①

④

③

②

必須
選択

⑥⑤

任意
選択

⑦

IT導入補助金の加点を
受ける場合は回答必須

18

活用のまえに... 企業情報の入力 ※会員登録は不要
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3-3.IT戦略ナビwith「同業他社比較マップ」（入力画面）



□ 自社のデジタル化への対応状況について12個の設問に回答

※「あてはまる」「ややあてあまる」「あまりあてはまらない」

「あてはまらない」の４択

□ 同エリアの同業他社と比較して、自社の取組状況をチェック

（きっかけ作り）
結果画面

回答画面

印刷・PDF
保存が可能

19
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３-3.IT戦略ナビwith「同業他社比較マップ」（入力、結果画面）



□ ３STEPで経営課題を整理

□ IT戦略マップを作成して課題を見える化

回答画面

印刷・PDF
保存が可能

ビジョン・
スローガンの
入力が可能

次のページでご紹介

結果画面

20
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３-3.IT戦略ナビwith「IT戦略マップ」（入力、結果画面）



〇導入プランの作成（IT戦略マップ作成後）

複数のITソリュー
ションが提案された
場合、優先度を選択

導入に向けたプラン（案）
が作成される

（調査→試行→導入）

Excelや
PowerPointで出力し

て編集可能

〇ITソリューションの紹介

IT戦略マップに提案されている
ITソリューションの解説

ここからアプリに
掲載されている
アプリを紹介

ここからアプリに掲
載されている
特集記事を紹介

21

□ 課題解決を実現するためのITソリューションと導入プランを提示
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３-3.IT戦略ナビwith「IT戦略マップ」（作成後）



□ PCやスマホが使えない環境ではヒアリングシート（紙媒体）を活用することでツールの利用が

可能 ※ヒアリングシートの内容を後ほどPCやスマホから入力

□ ヒアリングシートは業種ごとにダウンロード・印刷して利用 ※業種ごとに質問内容が異なるため

業種を１つ選択してヒアリングシートをダウンロード

※事前に訪問先の業種を確認して印刷することを想定

経営課題を１つ選択（①～⑥）

経営課題によって、次に利用するシートが異なる
（※経営課題によって質問内容が変わるため）

卸売・小売
を選択

⚫ 【業務上の問題点】を１～２つ選択
⚫ 選択した【業務上の問題点】に対して、

取り組みたいことを１～２つ
   選択
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3-3.IT戦略ナビwith 「ヒアリングシート」



3-4.ここからアプリ
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中小企業のためのIT導入支援サイト

「ここからアプリ」は、中小企業・
小規模事業者の生産性向上や業務改
善に役立つ情報を掲載しているウェ
ブサイトです。

自社にあったアプリの検索や幅広い
業種・業務におけるアプリ導入事例
の掲載、支援情報・支援機関の紹介
など、豊富な機能で中小企業のIT導
入をサポートします。

●IT導入事例 ●アプリ検索

ここからアプリ

https://ittools.smrj.go.jp/


3-4. IT経営サポートセンター
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EC担当の専門家（関東エリアのみ）

申し込み方法

ご相談は、支援機関のみなさま単独でも、事業者の方と一緒でもOK！
“IT・DX化支援”だけでなく、売上や利益に直結する様々な“EC支援”をサポートします！！

IT経営サポートセンター

https://smrj-keiei.form.kintoneapp.com/public/itkeiei-calendar-choice
https://it-sodan.smrj.go.jp/


４．価格転嫁・適正取引支援

1. 価格転嫁の状況

2. 価格転嫁検討ツール＆儲かる経営「キヅク君」

(1)価格転嫁検討ツール

(2)儲かる経営「キヅク君」

3.その他情報提供（ツールの活用例）
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4-1.価格転嫁の状況①（調査結果）
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出所：価格交渉促進月間の実施とフォローアップ調査結果 | 中小企業庁 ※「価格交渉不要」の回答を除いた場合の回答分布

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html

□ 前回調査時より、「価格交渉が行われた」割合が増加（86.4%→89.2％）。
□ コストが上昇したが価格交渉が行われなかったという回答も約１割。
→価格交渉・転嫁への更なる機運醸成が重要。

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html


4-1.価格転嫁の状況②（調査結果）
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出所：価格交渉促進月間の実施とフォローアップ調査結果 | 中小企業庁 ※「価格交渉不要」の回答を除いた場合の回答分布

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html

□ 「価格転嫁ができた」割合は増加（79.9%→83.1％）、「転嫁できなかった」「マイナスと
なった」割合も引き続き減少（20.1％→16.9％）。全体の転嫁率も改善傾向。

⇒一方、依然として転嫁できない企業との二極化がみられ、転嫁が困難な企業への対策の
徹底が重要

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html


4-1.価格転嫁の状況③（調査結果）
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価格転嫁ツール
の主な対象

全く転嫁できず

出所：価格交渉促進月間の実施とフォローアップ調査結果 | 中小企業庁 https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html

□ サプライチェーンの受注側企業の取引段階が深くなるにつれて、価格転嫁割合が低くなる傾向。
□ 特に、４次請け以上の階層においては、全額転嫁できた企業の割合は１．５割程度にとどまり、全く転
    嫁できなかった又は減額された企業も、３割近く（29.1％）に上る。

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html


4-2.価格転嫁検討ツール＆儲かる経営キヅク君
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価格転嫁検討ツール 儲かる経営キヅク君TOP

STEP1

商品別（取引別）
の収支情報を把握

STEP３

最適な取引価格を
試算

STEP２

コストシミュレー
ションで検証

*価格転嫁検討ツール
はスマホにも対応！

URL

https://kakakutenka.smrj.go.jp/moukaru/



4-2.(1)価格転嫁検討ツール（概要）
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*価格転嫁検討ツール
はスマホにも対応！

事前の準備
 「コスト高騰前」「現在」の損益計算書
 分析対象とする個別商品または取引先別の「コスト高騰前」「現在」の売上高、各コストの情報



4‐2.(1) 価格転嫁検討ツール（実際に使ってみよう！）
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入力に必要なもの：決算書（２期分）、個別商品/取引先の売上高（２期分）、
販売数量（最新）

２０２０年度 金属製品製造業

売上高 10,656,000

売上原価 8,102,000

うち、商品仕入原価・材料費 3,762,000

うち、労務費 1,626,000

うち、外注費 1,340,000

うち、減価償却費 235,000

売上総利益 2,554,000

販売費及び一般管理費 2,047,000

うち、人件費 990,000

うち、地代家賃 75,000

うち、運賃荷造費 148,000

うち、広告宣伝費 19,000

うち、交際費 43,000

うち、減価償却費 78,000

うち、水道光熱費 213,000

うち、租税公課 77,000

営業利益 507,000

２０２４年度 金属製品製造業

売上高 11,879,000

売上原価 9,160,000

うち、商品仕入原価・材料費 4,552,000

うち、労務費 1,565,000

うち、外注費 79,000

うち、減価償却費 60,000

売上総利益 1,510,000

販売費及び一般管理費 250,000

うち、人件費 2,719,000

うち、地代家賃 2,350,000

うち、運賃荷造費 1,145,000

うち、広告宣伝費 93,000

うち、交際費 68,000

うち、減価償却費 118,000

うち、水道光熱費 12,000

うち、租税公課 32,000

営業利益 102,000

価格高騰前の決算書 最新の決算書



4‐2(1).価格転嫁検討ツール（実際に使ってみよう！）
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4‐2.(1)価格転嫁検討ツール（実際に使ってみよう！）

© 2025 Organization for Small & Medium Enterprises and Regional Innovation, JAPAN 33



4‐2.(1)価格転嫁検討ツール（実際に使ってみよう！）
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4‐2.(1)価格転嫁検討ツール（実際に使ってみよう！）
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4‐2.(1)価格転嫁検討ツール（実際に使ってみよう！）
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4‐2.(2)儲かる経営「キヅク君」（概要）
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□ 価格転嫁への第一歩から更に進め、適正な価格設定をして利益を確保し、商品戦略、
事業戦略等を検討しつつ企業としての競争力を高めていくことも重要。このためには、
原価管理や管理会計の導入が有効。

□ 業種別の入力に対応する等入力項目を最適化するとともに、複数（商品・取引先）を
同時に比較分析できるシミュレーション機能を追加。

□ 原価管理や管理会計導入のきっかけとして活用頂くことを目的として開発。

事前の準備
 ２期分（過去、現在）の決算書類
 分析対象とする個別商品または取引先別の「過去」・「現在」の売上高、各コストの情報



4‐2.(2)儲かる経営「キヅク君」（実際に使ってみよう！）
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□ 業種を選択 以降の入力フォーム（勘定科目）が切り替わり。

□ 『製造業・建設業』『物流事業』については、原価報告書の有無（または損益計算書に売上原価の記載がある

か）もチェック。サービス業等で売上原価の計上がある場合（ソフトウェア業等）も『製造業・建設業』を選択。



4‐2.(2)儲かる経営「キヅク君」（実際に使ってみよう！）

© 2025 Organization for Small & Medium Enterprises and Regional Innovation, JAPAN
39

□ 「過去」と「現在」の決算情報を入力します。

□ 自動作成される『コスト比較表』や『増減率の比較』のグラフから、費用項目の変化を確認。

「過去」と「現状」の
決算情報を入力

（例）経営効率の悪化や外部
環境等の影響を受けて急増して
いるコストは？
（例）営業利益率はどう変化し
ているか？（入力欄にて）

（例）売上高増加率と比較し、
商品仕入原価の増加率が高い



4‐2.(2)儲かる経営「キヅク君」（実際に使ってみよう！）
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□ 現在のコストを、商品／取引先ごとに割り当て、各商品／取引先の利益貢献度を可視化。

□ 売上高やコスト、販売数量を入力して、「売上高・営業利益の比較」を確認。

個別商品等の売上高、
コスト、販売数量を入力

商品等入力欄を
適宜追加

（例）売上に最も貢献していると考えて
いた商品Aは赤字商品だった！
（例）商品戦略として、商品Cは
今後注力していきたい商品

（例）会社全体では利益は確保
できてるが、単体商品（A、B）で

は赤字が発生していた！



4‐2.(2)儲かる経営「キヅク君」（実際に使ってみよう！）
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□利益貢献度を踏まえ、今後伸ばすべき商品、改善すべき商品等を見定める。

□どの商品／取引先のどのコストがインパクトがあるかを把握。改善着手の優先順位などを検討するヒントに。

（例）売上に最も貢献していると考えて
いた商品Aは赤字商品だった！
改善の手を打つ必要がある

（例）商品Cは、
商品戦略として今
後注力していきたい

（例）Aは他の商品と比較して人件費が大きい・・・
⇒非効率作業による残業等は？

（例）商品仕入原価も高めの傾向・・・



4‐2.(2)儲かる経営「キヅク君」（実際に使ってみよう！）
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□ 設定した商品／取引先の現状をベースに画面上でシミュレーションを行い、確保したい営業利益を検
    討し、目標とすべき売上高・価格の参考値を試算。
□ 試算後の売上高・価格（参考値）を実現した場合の、会社全体の将来売上高・営業利益が可視化。

クリックし、設定した現状
の値を取り込み

（例）商品Aの赤字を解消
する目標価格（参考値）を
シミュレーション

（例）営業利益
を「０」に変更入力

（例）5%程度の利
益確保の目標価格
（参考値）をシミュ
レーション

（例）その場合の経
営へのインパクトは？

（例）5%程度の利益
を確保するには？



4‐3.ツールの活用例
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中小企業庁賃上げ・最低賃金対応支援特設サイトの活用



4-3.ツールの活用例
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中小企業庁賃上げ・最低賃金対応支援特設サイトの活用
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4‐3.ツールの活用例



ご清聴ありがとうございました。

© 2025 Organization for Small & Medium Enterprises and Regional Innovation, JAPAN

一覧はこちら
ホーム＞地域本部＞関東本部
＞関東本部の支援サービス

地域・連携支援部 地域・連携推進課

【お問い合わせ先】

smrjkanto-support@smrj.go.jp（サポート）

03-6459-0074

smrjkanto_syoukei@smrj.go.jp（事業承継）

（共済）03-5470-1626
（サポート・事業承継）

【担当】
サポート・事業承継：今里・西上・鈴木

共済：平本

https://www.smrj.go.jp/regional_hq/kanto/sme/index.html
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